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本日の議論

⚫ 容量市場では、メインオークション以降に生じた「想定需要の変化」や「電源等の故障等
による落札された供給力の変化」等により、必要供給力に対しメインオークションで調達
した供給力に不足または余剰が認められた場合に、追加オークションの実施を検討する
こととしている。

⚫ 2023年度の追加オークション（対象実需給年度2024年度）は、2023年4月を目
途として開催判断を行う予定であり、容量市場の在り方等に関する検討会において、詳
細整理が進められている。

⚫ 本日は、追加オークションに向けて、監視の方法と容量市場の在り方等に関する検討会
における整理案についてご議論いただきたい。

⚫ また、再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会において、ノン
ファーム型接続に関する議論が行われており、関連する会議体で系統混雑に関する分
析等が行われている。

⚫ これらを踏まえて、2027年度向け容量市場オークションにおけるノンファーム電源の扱い
についてご議論いただきたい。
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１．追加オークション（実需給2024年度向け）について

➢第1回メインオークション以降に見直された項目の扱い

➢監視の方法

２．ノンファーム電源の扱い
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（参考）追加オークションについて

⚫ 実需給年度の4年前に開催されるメインオークションに対し、追加オークションは実需給
年度の1年前に、メインオークションで調達した供給力及びその増減等を考慮して、必要
に応じて開催される。

⚫ 追加オークションは、改めて供給力不足が見込まれる場合は調達のためのオークション、
供給力過多が見込まれる場合のリリースオークションがある。

⚫ 2023年4月に2020年度メインオークション（実需給年度2024年度）の追加オーク
ション開催の判断が行われることになっている。

参加登録

期待容量の登録

2022年度

2月 3月 8月 9月5月 6月 7月4月

2023年度

需要曲線
開催判断

約定結果
契約書締結

期待容量等算定諸元一覧
の登録受付

事業者情報の登録

開催判断▲
需要曲線公表▲

応札の受付

電源等情報の登録

BL市場1回目▲

約定結果の公表▲

容量確保契約書締結の手続き BL市場2回目▲

【追加オークションのスケジュール】
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（参考）追加オークションについて

⚫ 追加オークションで応札が行われる(調達の場合)のは、メインオークションで非落札となっ
た電源や供給力として確定していなかった電源等である。

追加オークション前の
調達量

調達量[kＷ]

価格[円／kＷ]

14,138
(上限価格)

9,425
（指標価格)

メインオークション実施後の想定需要を考慮し
再度引き直した需要曲線

(上限価格における調達量) (調達価格ゼロにおける調達量)

■追加オークションの概要

電源A
300万kW

電源B
250万kW

電源C
30万kW

メインオークションで落札された電源
⇒追加オークション参加不可

電源D
20万kW

メインオークションで非落札だった電源や新設電源
⇒追加オークション参加可能
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（参考）追加オークションへ参加可能な電源について
第36回（2022/3/2）
容量市場の在り方等に関する検討会
資料5
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１．追加オークション（実需給2024年度向け）について

➢第1回メインオークション以降に見直された項目の扱い

➢監視の方法

２．ノンファーム電源の扱い
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第1回メインオークション以降に見直された項目の扱い

⚫ 容量市場の在り方等に関する検討会において、第１回（実需給2024年度向け）メ
インオークション以降の見直し項目（以下の４項目）の追加オークションにおける扱いに
ついて、具体的な進め方の整理案が示され、議論が行われた。

① 発動指令電源の調達量の扱い

② 供給曲線に事後的に織り込む供給力の扱い（石炭混焼バイオマス）

③ 経過措置の扱い

④ 非効率石炭火力の誘導措置によるインセンティブ設計の扱い

⚫ メインオークション以降に行った見直しについては、その趣旨を踏まえながら、追加オーク
ションでどのように扱うかをそれぞれ丁寧に議論していくことされており、今回は、実需給
2024年度向け追加オークションについて、これらの項目の整理案をご確認いただきたい。
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①発動指令電源の調達量の扱い

⚫ 追加オークション（実需給2024年度向け）の発動指令電源の扱いについて、メインオークション
以降の見直しを踏まえて、以下の整理案が示され、検討会内でご賛同いただいたところ。

⚫ 今後、再生可能エネルギーが更に増加していき、発動指令電源として期待されるDRを含めたアグ
リゲータの組成や市場参入が期待される中で、更なる市場参加者の拡大を促すことが望ましいとい
う観点から、追加オークション（実需給2024年度向け）についても、H3需要の1%を上限に発
動指令電源を調達（北海道エリアを除く）することとしてはどうか。

第40回（2022/9/30）
容量市場の在り方等に関
する検討会
資料3
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（参考）2025年度追加オークションにおける発動指令電源の整理
第33回（2021/10/25）
容量市場の在り方等に関する検討会
資料4
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（参考）2025年度追加オークションにおける発動指令電源の整理
第33回（2021/10/25）
容量市場の在り方等に関する検討会
資料4
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（参考）2025年度追加オークションにおける発動指令電源の整理
第33回（2021/10/25）
容量市場の在り方等に関する検討会
資料4
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②供給曲線に事後的に織り込む供給力の扱い（石炭混焼バイオマス）
⚫ 追加オークション（実需給2024年度向け）の石炭とバイオマスの混焼を行うFIT電源の扱いにつ

いて、メインオークション以降の見直しを踏まえて、以下の整理案が示され、検討会内でご賛同いた
だいたところ。

⚫ 2021年度メインオークションで行った整理を踏まえ、実需給2024年度向け追加オークションにつ
いても、石炭混焼バイオマスについて供給曲線に織り込むこととしてはどうか。

第40回（2022/9/30）
容量市場の在り方等に関
する検討会
資料3
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（参考）「FIT電源等の期待容量」に織り込む容量の扱い

第29回（2020/11/20）
容量市場の在り方等に関する検討会
資料3
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（参考）実需給2025年度向けメインオークションにおけるFIT電源等の期待容量等

容量市場メインオークション約定結果
（対象実需給年度：2025年度）
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③経過措置の扱い

⚫ 追加オークション（実需給2024年度向け）の経過措置の扱いについて、メインオークション以降
の見直しを踏まえて、以下の整理案が示され、検討会内でご賛同いただいたところ。

1. 2020年度メインオークション以降、経過措置については、「①電源等の経過年数に応じた控
除率」と「②入札内容に応じた控除率」にもとづく減額を行う仕組みへ見直しが行われた。
追加オークション（実需給2024年度向け）においても、見直し後の考え方を適用することと
し、控除率については2025年度以降の控除率変化傾向を踏まえて設定する

2. オークションでの約定価格とNetCONEの関係ごとの経過措置の扱い

✓約定価格がNetCONEの半分以下の場合、経過措置を適用しない

✓約定価格がNetCONEの半分を超え、経過措置を適用した場合の受取額がNetCONE
の半分での受取額以下となる場合NetCONEの半分での受取額とする

⚫ 「１.」については、経過措置及び逆数入札の在り方について改めて検討が行われ、見直しが行わ
れたことを踏まえ、追加オークション（実需給2024年度向け）において、見直し後の経過措置
を適用することとしてはどうか。

⚫ また、「2.」については、第２回メインオークション結果を踏まえ、小売事業環境の激変緩和の観点
と発電事業者の事業の予見性の観点とのバランスを考慮した上での見直しであり、追加オークショ
ン（実需給2024年度向け）においても、見直し後の考え方を適用することとしてはどうか。



16

（参考）追加オークションにおける経過措置の扱いの整理案（１／３）
第41回（2022/10/27）
容量市場の在り方等に関する検討会 資料3
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（参考）追加オークションにおける経過措置の扱いの整理案（２／３）

第41回（2022/10/27）
容量市場の在り方等に関する検討会 資料3
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（参考）追加オークションにおける経過措置の扱いの整理案（３／３）
第41回（2022/10/27）
容量市場の在り方等に関する検討会 資料3
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④非効率石炭火力の誘導措置によるインセンティブ設計の扱い

⚫ 追加オークション（実需給2024年度向け）の非効率石炭火力の誘導措置によるインセンティブ
設計の扱いについて、メインオークション以降の見直しを踏まえて、以下の整理案が示され、検討会
内でご賛同いただいたところ。

⚫ 本見直しはカーボンニュートラルとの整合性を踏まえたものであり、その方向性については変わらない
ことから、追加オークション（実需給2024年度向け）においても、この措置を適用することとしては
どうか。

第41回（2022/10/27）
容量市場の在り方等に関する検討会
資料3
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（参考）非効率石炭火力の誘導措置によるインセンティブ設計の扱い
第31回（2021/4/27）
容量市場の在り方等に関する検討会
資料3
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１．追加オークション（実需給2024年度向け）について

➢第1回メインオークション以降に見直された項目の扱い

➢監視の方法

２．ノンファーム電源の扱い
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メインオークションの監視方法

⚫ メインオークションでは、オークションの応札前後において、市場支配力を有する事業者による「売り
惜しみ」や「価格つり上げ」等によって問題となる行為を取り締まるべく、「事前監視」及び「事後監
視」を実施することとしている。

*1:「売り惜しみ」の正当な理由
①メインオークション応札受付時点ですでに1年以上休止しており、かつ実需給年度においても休廃止予定である場合
②実需給年度において、休廃止以外の理由（補修工事等）によって、リクワイアメントを達成しうる稼働見通しが不確実である場合
③メインオークション応札受付開始時点より1年以上前に「実需給年度までに廃止が決定した」旨を公表している場合
④実需給年度においてFIT認定を予定しているなど、入札対象外電源となる見込みがある場合
⑤上記のほか、容量市場オークションへ参加できないやむを得ない理由がある場合

【市場支配力を有する事業者の定義】
⚫ 前年度のメインオークションにおいて、容量市場の目標調達量を満たすために、ある事業者の保有する電源が不可
欠となる場合における当該事業者（2022年度の場合、500万kW以上の発電規模を有する事業者。ただし、
前年度のメインオークションの結果等をもとに市場支配力を有する事業と判断される場合あり）

【メインオークションにおける監視方法】

*2: Net CONE;新規電源の建設および維持・運営のための総コストをコスト評価機関で均等化したコストから容量市場以外の収益を差し引いたもの

⚫ 応札しない電源のリスト及び理由の説明、根拠資料の
提示（ただし、「売り惜しみ」の正当な理由*1 ①～④に
該当する場合は対象外）

⚫ 応札しなかった電源のリスト及び理由の説明、根拠資料
の提示(ただし、事前監視での対象電源は対象外)

⚫ 応札容量が期待容量を下回る電源のうち、売り惜しみ
の可能性がある場合において稼働実績、理由の説明、
根拠資料提示

⚫ 基準価格(前年度メインオークションにおける指標価格
*2)以上の応札価格になる見込みの電源について、当該
価格の算定方法及び根拠の説明

⚫ 下記電源の応札価格算定方法及び根拠の説明
①約定価格を決定した電源、その上下2電源
②事業者毎に最も高い価格で応札した電源から3電源
③その他、監視主体が価格つり上げの可能性があると判
断するケース

事前監視 事後監視

＜応札の受付期間開始前＞ ＜応札の受付期間終了後＞

市場支配力
を有する
事業者

(主判断基準：
500万kW以
上の発電規模)

市場支配力
を有する
事業者

(主判断基準：
500万kW以
上の発電規模)

監視対象
事業者

売り
惜しみ

価格
つり上げ

監視
対象行為

（出典）容量市場における入札ガイドライン（令和4年7月）より資源エネルギー庁作成
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追加オークションの監視の前提となる考え方

⚫ 追加オークションでは、メインオークションと比較して非常に小さな市場規模が予想されるため、メイ
ンオークションよりも規模の小さい発電設備を持つ事業者であっても価格形成の影響力が高まるこ
とが考えられる。

⚫ また、追加オークションは、実需給期間に近づいてから開催を行う仕組みにより、参加登録から、開
催判断、応札までのリードタイムが、メインオークションよりも非常に短くせざるを得ない特徴がある。

⚫ 追加オークションにおいても、監視方法に関してはメインオークションに沿って行うものと考えられるが、
メインオークションと追加オークションの各々の仕組みに合わせた監視の方法を用いていくことが
考えられるのではないか。

メインオークション 追加オークション

⚫ 500万kW以上の発電規模を有する事業者
(2022年度メインオークションでの定義)

⚫追加オークションに応札する全事業者
市場支配力を有す
(有しうる)事業者

応札受付までの
リードタイム

⚫約3カ月
<募集要綱及び入札ガイドラインより>
✓ 事業者情報登録・審査：8/4-8/15
✓ 電源等情報登録・審査：8/17-9/13
✓ 事前監視電源の情報提出期日：9/1
✓ 期待容量登録・審査：9/20-10/18
✓ 応札受付開始：11/1

⚫約2カ月(暫定)
<「第40回容量市場の在り方等に関する検討会 資料3」
及び入札ガイドラインより>

✓ 事業者情報登録・審査：3月上旬
✓ 電源等情報登録・審査：3月中下旬
✓ 事前監視電源の情報提出期日：4月上旬(暫定)
✓ 期待容量登録・審査：4月前半
✓ 応札受付開始：5月初旬

【メイン・追加各オークションの特徴】
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追加オークションの監視方法

⚫ 追加オークション(調達の場合)においても、正当な理由が無い場合は追加オークションへ参加することが望まし
い。市場支配力を有しうる全事業者に対して事前に開催決定から応札までの限られた時間にすべての売り惜
しみを監視することは困難であるが、一定規模の売り惜しみを防止する必要があるため、監視対象となる発
電規模をメインオークションと同様の基準としてはどうか。

⚫ また、応札する全事業者が市場支配力を有しうることや、短い期間で参加登録から開催判断、応札まで行う
特徴を踏まえて、事後監視により応札価格の妥当性を確認することとしてはどうか。

⚫ なお、追加オークションには調達の他にリリースオークションの概念も整理されているが、リリースオークションの監
視方法についてはその必要性も含め、引き続き検討することとしてはどうか。

【市場支配力を有しうる事業者の定義】
⚫ 追加オークションに応札する全事業者

【追加オークション(調達の場合)における監視方法】

⚫ 応札しない電源のリスト及び理由の説明、根拠資料の
提示（ただし、「売り惜しみ」の正当な理由①～④に該
当する場合は対象外）

⚫ 応札しなかった電源のリスト及び理由の説明、根拠資料
の提示(ただし、事前監視での対象電源は対象外)

⚫ 応札容量が期待容量を下回る電源のうち、売り惜しみ
の可能性がある場合において稼働実績、理由の説明、
根拠資料提示

⚫ 実施しない（ただし「維持管理コスト」以下で応札してい
る場合には、経済合理的な行動と考えられることから、価
格つり上げには該当しない）

⚫ 下記電源の応札価格算定方法及び根拠の説明
①約定価格を決定した電源、その上下2電源
②事業者毎に最も高い価格で応札した電源から3電源
③その他、監視主体が価格つり上げの可能性があると判
断するケース

事前監視 事後監視

＜応札の受付期間開始前＞ ＜応札の受付期間終了後＞

500万kW
以上の発電
規模を有す
る事業者

応札する
全事業者
(市場支配力を
有しうる事業者)

監視対象
事業者

売り
惜しみ

価格
つり上げ

監視
対象行為

*1,*2: 22頁「メインオークションの監視方法」の注釈と同様。なお、注釈中の「メインオークション」の記載は「追加オークション」に読み替える。
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１．追加オークション（実需給2024年度向け）について

➢第1回メインオークション以降に見直された項目の扱い

➢監視の方法

２．ノンファーム電源の扱い
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ノンファーム電源の扱いについて

⚫ 基幹系統の混雑に対しては、2021年1月よりノンファーム型接続の受付を開始しており、
ローカル系統の混雑に対しても、2023年4月1日よりノンファーム型接続の受付の開始
を予定している。

⚫ ノンファーム型接続適用電源（ノンファーム電源）を含めた系統混雑の想定を踏まえた
供給力の扱い（供給計画、需給検証、容量市場など）について、今後も考えていくこと
になる。

⚫ 今回、第63回広域系統整備委員会（2022年9月21日）において、2027年度にお
ける基幹系統の混雑想定結果が示され、その結果をもとに、第79回調整力及び需給
バランス評価等に関する委員会（2022年11月22日）において、基幹系統における
供給信頼度評価への検討経過が示された。

⚫ 本作業部会においては、今回の検討経過を踏まえ、2027年度向け容量市場オーク
ションにおけるノンファーム電源の扱いについてご議論いただきたい。
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（参考）系統混雑の影響を踏まえた供給力の扱い

⚫ ノンファーム電源が系統混雑時に十分な発電を行えず、必要な供給力確保などの目的
が達成できなくなることは、厳に避ける必要がある。

⚫ 系統混雑の影響を踏まえた供給力の扱いは、 供給計画、需給検証、容量市場などの
制度に影響。

X+1年度 X+2年度 X+3年度 X+4年度 X+5年度 X+6年度 X+7年度 X+8年度 X+9年度 X+10年度

供給計画
短期の需給見通し

供給計画
長期の需給見通し

夏季・冬季の
需給検証

容量市場
（供給力の確保）

【系統混雑評価の影響範囲】
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（参考）ノンファーム型接続の概要

（出典）資源エネルギー庁ホームページ「出力制御について」



（参考）論点③ 供給力や各種市場の扱い

⚫ 今後、ローカル系統にノンファーム型接続を適用するに際し、ノンファーム電源の接続を踏
まえた各電源の供給力や各市場の扱い（供給計画、需給検証、容量市場など）につ
いて、整理の方向性によっては結果的にノンファーム型接続の拡大を阻害する恐れがある。

⚫ 他方、ノンファーム電源が系統混雑時に十分な発電を行えず、必要な供給力確保などの
目的が達成できなくなることは、厳に避ける必要がある。

⚫ このため、現在、広域機関と一般送配電事業者で確認を進めている混雑想定を踏まえ
て、ノンファーム電源の接続を踏まえた各電源の供給力や各市場の扱いについて、引き続
き、関連する会議体で検討を深めることとしてはどうか。
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第45回（2022/9/20）
再生可能エネルギー大量導入・次世代電力ネットワーク小委員会
資料1
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（参考）2027年度系統混雑想定結果
第63回（2022/9/21）
広域系統整備委員会
資料2
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（参考）ノンファーム電源の供給力の扱いに関する今後の動き

第63回（2022/9/21）
広域系統整備委員会
資料2
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（参考）EUEツールにおける混雑量算定からの示唆

第79回（2022/11/22）
調整力及び需給バランス評価等に関する委員会
資料3
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実需給2027年度向けオークションにおける扱い

⚫ 第63回 広域系統整備委員会（2022年9月21日）においては、2027年度における
系統混雑想定結果の取りまとめが示され、ピーク需要断面で混雑が見込まれる設備は
基幹系統で2箇所、ローカル系統で3箇所であった。

⚫ 第79回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2022年11月22日）にお
いても基幹系統の混雑想定の結果をベースとした供給信頼度への影響について分析を
行い、H3需要に対して0.06%程度、九州エリアで0.49％程度となった。一方で、現在
手法では時間断面毎の混雑量を精緻に算定できないといった課題も示され、また系統
混雑を考慮して供給力を追加で確保する場合、供給力立地の地域選定の必要性やそ
の調達方法等の継続的な検討が必要となるといった課題が示された。

⚫ ノンファーム型接続が適用される電源を2027年度実需給向けの容量市場メインオー
クションで参加可能とするかどうかについて、現時点の必要供給力想定の検討状況を
鑑みると参加を制限するものではないと考えられるのではないか。また、目的に応じた系
統混雑の評価方法や対応の課題については、引き続き検討を進めることとしてはどうか。


